

























挙げられる。石丸 (2014)に よるLGBの 自尊感
清と他者からの受容感 との関連についての研究で






























性愛者の方 (Bl),Blか らカ ミングアウ トを受
けた家族 (B2)の 4名。





























アプローチ (TEA)を 用いて分析を行 う。
Ⅲ 結果・考察
友 メ、か らの被閥示者は,<戸 惑い 。動揺・抵抗
が無くなる><セ クシュアル・マイプリティの人々
を隔てるものはしハらない と再認識する>,家族か
らの被 開示者 は<そ の場で素直に受 け止 めた >
<「違 う世界:を理解する>と い う等至点に至る
ことが明 らか :こ なったc
本研究の結果から,家族か らの被開示者の心理
プロセ スと,友人か らの被開示者の心理プロセス
|こ 大きな違いは見 られなかった。 しか し, どちら





また,カ ミングアウ トを受けた家族 と友人の共
1lli点 として,開示者の性的指向を受け止めた後 ,
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雲図2】 家族からカミングアウ トを受けた被開示者の    【図3】 家族から開示された被開示者の他者との関係性の中で
聞示者に対する心理プロセス                  発生する心理プロセス
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